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異物誤飲にご注意！
保護者の責任です。

★誤飲される異物で多いものは、

　 

ボタン電池などです。

､ 
です。

★誤飲事故は 飲み

タバコ､ 
くすり､ 化粧品､ 洗剤や漂白剤､ 
乾燥剤､ 殺虫剤､ コイン､ 

特に危険なものは タバコの浸し液､ 灯油､ 
漂白剤､ くすり､ ボタン電池など

乳幼児期に多発し､ 
   込んだ異物を放っておくと時に思わぬ

合併症を招くことがあるので注意が必要です。

★３ 才未満では直径 3.5cm の大きさ

 　のものは口に入れると言われている

　 ため､これより小さい物は手の届くと
ころに置かないのが最大の予防です。

★異物を飲んだ時は､正確な商品名とその量、
時間は重要な情報ですので､受診時には誤飲

した物と同じ物があれば持参して下さい。

 　異物誤飲ではかかりつけの病院に相談し､ 
その指示に従って下さい。 

北九州地区小児科医会･ 北九州市医師会園医会 （http://www.kitakyu-ped.com/）

8

  


